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●

介
護
報
酬
の
改
定
●

人
材
確
保
へ
、

い
か
に
繋
ぐ
か

4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
報
酬
が
3
％

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
わ
ず
か
3
％
と
嘆
く
か
、

3
％
を
踏
み
台
に
活
用
で
き
る
か
。

「
制
度
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
特
有
の
公
定
価
格

を
生
か
す
か
殺
す
か
、
業
界
と
現
場
の
知
恵

も
問
わ
れ
る
。

賃
上
げ
2
万
円
は
絵
に
描
い
た
餅

「
現
場
で
働
く
方
の
月
給
が
2
万
円
ぐ
ら
い

上
が
る
か
な
」。
こ
の
舛
添
・
厚
労
相
発
言

か
ら
始
ま
っ
た
期
待
は
急
速
に
し
ぼ
ん
だ
。

報
酬
3
％
ア
ッ
プ
（
在
宅
1
・
7
％
、
施

設
1
・
3
％
）
で
事
業
者
は
約
2
3
0
0
億

円
の
増
収
に
な
る
。
約
80
万
人
の
介
護
労
働

者
（
常
勤
換
算
）
に
割
り
振
れ
ば
単
純
計
算

で
1
人
当
た
り
月
額
2
万
円
超
。
だ
が
、
職

種
・
資
格
・
勤
務
歴
・
勤
務
形
態
、
事
業
所

側
の
取
り
分
、
赤
字
の
穴
埋
め
等
で
労
働
者

に
対
す
る
配
分
は
複
雑
に
分
か
れ
る
。

一
律
配
分
は
難
し
く
、
厚
労
省
は
①
夜

勤
・
宿
直
の
負
担
が
重
く
職
員
を
多
く
配

置
、
②
介
護
福
祉
士
ら
資
格
者
や
3
年
以
上

の
勤
務
者
を
多
く
雇
う
、
③
人
件
費
の
高
い

大
都
市
部
、
経
営
困
難
な
過
疎
地
域
等
へ
の

手
厚
い
配
分
を
考
え
た
。
同
時
に
、
医
療
機

関
と
の
連
携
や
認
知
症
ケ
ア
の
充
実
と
い
う

課
題
に
も
重
点
的
に
配
分
し
た
（
表
参
照
）。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
、
小
規
模
な
事

従 来 �

改 定 後 �

サ ービ ス �
利 用 内 容 �

月額11万4960円�

月額12万5730円�

要介護状態で、毎晩1回

30分未満の身体介護、

週2回1日1回ずつ30分

～1時間未満の身体介護

及び生活（家事）援助�

月額1万円�

月額1万5500円�

退院後、認知症で要介護

2の人についてケアマネ

ジャーが病院から必要な

情報を得た場合�

月額23万2860円�

月額25万1360円�

認知症で要介護3の人が

専従の准看護師を配置

し、常勤職員60％以上

の事業所で通所介護、訪

問介護、一時宿泊を利用�

訪 問 介 護 � ケ ア マ ネ ジ メ ン ト � 小 規 模 多 機 能 型 �
�

※介護報酬は1単位10円。都市部では人件費を考慮して地域加算され、今回は東京23区内等で引き上げられた。たとえば23区
内で訪問介護は1単位11.05円、小規模多機能型は10.83円。例示は地域加算のない標準地域、１カ月30日で概算。�

表　代表的な在宅サービスの改定例（厚労省の試算）
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業
所
は
資
格
者
や
長
期
勤
務
者
が
少
な
く
、

一
般
的
に
大
規
模
事
業
所
に
有
利
な
改
定
と

い
え
る
。
た
と
え
ば
厚
労
省
が
推
奨
す
る
小

規
模
多
機
能
型（
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
・
短

期
入
所
の
一
体
的
な
提
供
）に
対
す
る
独
自
の

加
算
は
、
事
業
開
始
時
の
支
援
、
認
知
症
対

応
、
看
護
師
配
置
等
に
と
ど
ま
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
回
数
が
少
な
い
場
合
は
逆
に
減
算
さ

れ
る
。
住
民
運
動
型
の
零
細
な
事
業
所
が
生

き
残
れ
る
の
か
、
心
配
だ
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
頼
み
の
介
護
現
場
で
給

与
体
系
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
に
は
、
産
業

別
・
地
域
別
の
最
低
賃
金
を
底
上
げ
し
た
う

え
、
正
規
職
員
の
基
本
給
も
連
動
し
て
引
き

上
げ
る
政
府
・
行
政
の
戦
略
が
望
ま
れ
る
。

産
業
再
編
成
の
時
代
を
迎
え
て

現
場
か
ら
は
「
ス
ズ
メ
の
涙
」
と
の
嘆
き

が
聞
こ
え
る
。
そ
の
通
り
だ
が
、
悲
観
的
な

要
因
ば
か
り
で
は
な
い
。
介
護
報
酬
改
定
を

報
じ
た
各
新
聞
（
08
年
12
月
27
日
）
は
、
同

じ
紙
面
に
「
非
正
規
労
働
者
8
・
5
万
人
失

業
」
と
大
見
出
し
を
掲
げ
た
。

自
動
車
、
電
機
、
建
設
土
木
等
の
基
幹
産

業
は
一
斉
に
派
遣
、
契
約
、
パ
ー
ト
社
員
ら

の
整
理
に
入
っ
た
。
不
況
の
様
相
は
広
く
、
深

く
、
雇
用
情
勢
は
さ
ら
に
悪
化
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
際
、
介
護
や
医
療
の
分
野
が
有
力
な
受

け
皿
と
し
て
見
直
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

現
に
、
社
会
保
障
国
民
会
議
の
試
算
に
よ

る
と
、
07
年
で
約
3
8
5
万
人
の
介
護
・
医

療
分
野
の
従
事
者
数
は
、
現
状
の
ま
ま
推
移

し
て
も
25
年
に
は
5
6
4
万
人
必
要
に
な

る
。
病
院
・
福
祉
施
設
頼
み
の
現
状
を
改
め
、

「
在
宅
」
中
心
に
転
換
す
る
と
、
そ
の
徹
底

度
に
よ
り
差
は
あ
る
も
の
の
6
0
0
万
人
規

模
に
膨
ら
む
、
と
概
算
さ
れ
た
。

急
激
な
少
子
化
の
時
代
だ
け
に
大
量
の
人

材
確
保
は
産
業
の
再
編
成
や
高
齢
者
、
外
国

人
専
門
職
の
活
用
等
に
求
め
る
ほ
か
な
い
。

も
ち
ろ
ん
”安
い
労
働
力
“
を
か
き
集
め
る

と
、
現
在
の
介
護
職
場
の
よ
う
な
離
職
・
転

職
の
多
発
を
引
き
起
こ
す
だ
け
に
終
わ
る
。

袋
小
路
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に

政
府
が
転
職
希
望
者
に
対
し
、
一
定
の
教

育
・
研
修
体
制
を
整
え
、
雇
用
の
調
整
弁
に

し
な
い
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
。
介
護
職
の

育
成
や
介
護
拠
点
の
整
備
を
図
っ
た
「
ゴ
ー

ル
ド
プ
ラ
ン
」、「
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
に

準
じ
た
政
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

各
事
業
所
も
専
門
職
を
育
て
る
覚
悟
が
い

る
。
薄
給
の
パ
ー
ト
を
多
く
雇
い
、
利
益
を

上
げ
た
も
の
の
、
次
の
改
定
で
「
黒
字
の
事

業
所
が
多
い
」
と
報
酬
を
切
り
下
げ
ら
れ
る
。

か
な
り
の
事
業
所
が
、
そ
ん
な
自
縄
自
縛
を

繰
り
返
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

介
護
報
酬
3
％
ア
ッ
プ
は
、
当
然
な
が
ら

保
険
料
引
き
上
げ
に
繋
が
る
。
政
府
は
約
1

1
5
4
億
円
の
基
金
を
設
け
て
第
1
号
被
保

険
者
を
中
心
に
保
険
料
引
き
上
げ
の
半
分
程

度
を
公
費
で
補
て
ん
す
る
。
全
国
平
均
で
月

額
4
0
9
0
円
か
ら
約
4
3
3
0
円
に
な
る

の
を
約
4
2
7
0
円
（
速
報
値
）
に
と
ど
め

る
概
算
だ
。

厚
労
省
は
、
09
年
度
で
保
険
料
ア
ッ
プ
分

の
全
額
補
て
ん
、
10
年
度
で
半
額
補
て
ん
の

原
則
を
示
す
。
し
か
し
10
年
度
に
は
75
歳
以

上
の
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
引
き
上
げ

（
2
年
ご
と
に
改
定
）
が
待
ち
受
け
、
11
年
度

は
介
護
保
険
料
も
正
規
に
戻
る
。
む
し
ろ
値

上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
陥
る
。

こ
の
1
1
5
4
億
円
の
補
て
ん
、
2
兆
円

に
及
ぶ
「
定
額
給
付
金
」
の
一
部
で
も
人
材

の
確
保
・
育
成
に
使
え
な
い
か
。
総
選
挙
を

目
前
に
近
視
眼
的
な
政
治
の
対
応
が
何
と
も

も
ど
か
し
い
。
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Go Miyatake

■
宮
武

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉

県
立
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に
『
介
護
保
険
の
再
出
発

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』

（
保
健
同
人
社
）。

54-社会保障言論.qxd  09.12.3 14:01  ページ 2


